




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） ……………………………………………………… 8

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 8

   

 

- 1 -

靜甲㈱　　(6286)　　平成30年３月期　第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、企業収益や雇用環境の改善が続くなか、設備投資や個人消

費に持ち直しの動きが見られるなど緩やかな回復基調が続いております。一方、海外政情不安、地政学的リスクの

高まりにより、先行きは不透明な状況が続いております。 

 このような経済環境のなか、当社グループにおきましては、「顧客対応力の充実を図る」を方針として掲げ、

「人づくり」「仕組みづくり」「ものづくり」を重点課題として定め、各事業において施策を推進しております。 

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は、車両関係事業では新型車の販売が好調に推移し、

前年同期の実績を上回りました。産業機械事業、冷間鍛造事業、電機機器事業も前年同期の実績を上回りました。 

 これらの結果、当社グループの売上高は、前年同期比16.4％増の148億７千万円となりました。利益面では、売

上高の増加により、経常利益は前年同期比436.0％増の２億１千３百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

は、日本機械商事株式会社（本社：大阪府大阪市中央区）の連結子会社化に伴う段階取得に係る差益８千万円及び

負ののれん発生益８千９百万円を特別利益に計上したため、３億５千３百万円（前年同期は２千１百万円の損失）

となりました。 

 

〔産業機械事業〕 

 主要な販売先である食品やトイレタリー業界をはじめとして設備投資意欲が高まっており、特に大型機が売上を

押し上げました。また、小型・中型機も引き続き堅調に推移いたしました。これらの結果、売上高は前年同期比

10.1％増の20億９千６百万円となりました。利益面では、受注が堅調に推移して工場の操業度が上昇しました

が、大型機の一部が低採算であったため、セグメント利益（営業利益）は前年同期比19.0％減の１億４千３百万

円となりました。 

 

〔冷間鍛造事業〕 

 自動車部品は前期に受注した新規製品の増産により堅調に推移し、前年同期の実績を上回りました。電動工具

部品及び事務機・産業機械部品も前年同期の実績を上回りました。これらの結果、売上高は前年同期比24.9％増

の８億３千万円、セグメント利益（営業利益）は、前年同期比216.6％増の５千６百万円となりました。 

 

〔電機機器事業〕 

 主力のＦＡ関連機器は、自動車関連をはじめとして設備投資の需要が回復傾向にあり、堅調に推移したため前年

同期の実績を上回りました。また、冷熱機器及び設備機器も前年同期の実績を上回りましたが、空調機器は前年

同期実績を下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比6.6％増の23億７千８百万円、セグメント利益（営

業利益）は、売上高の増加に加えて、冷熱機器の原価低減により、前年同期比17.5％増の１億６千２百万円とな

りました。 

 

〔車両関係事業〕 

 新車販売は、前期に投入された新型インプレッサおよび平成29年５月に発売された新型ＸＶが引き続き好調に推

移したことにより、登録車の販売台数が増加し、前年同期の実績を上回りました。また、中古車販売、輸入車販

売、サービス部門も堅調に推移し、前年同期の実績を上回りました。これらの結果、売上高は前年同期比20.1％

増の95億３百万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比365.0％増の１億９千５百万円となりました。 

 

〔不動産等賃貸事業〕 

 売上高は、前年同期比9.6％増の６千万円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比25.9％増の１千８百万円

となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

 当社は第１四半期連結会計期間において、持分法を適用しない関連会社であった日本機械商事株式会社（本社：

大阪府大阪市中央区）の株式を追加取得したことにより、同社を連結の範囲に含めております。当該株式取得に伴

う連結の範囲の変更や産業機械事業での受注の増加等を主因として、資産、負債、及び純資産がそれぞれ増加して

おります。 

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、220億３千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億１千３百万

円増加いたしました。 

 この内、流動資産は106億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億３千２百万円増加いたしました。これは

主に、現金及び預金の増加３億６千１百万円、受取手形及び売掛金の減少７億８千８百万円、仕掛品の増加８億２

千３百万円によるものであります。 

 固定資産は114億２千９百万円となり、前連結会計年度末と比べ６億８千１百万円増加いたしました。これは主に

有形固定資産の増加３億５千５百万円、投資有価証券の時価評価等による増加３億１千９百万円によるものであり

ます。 

 負債合計は83億３千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億４千２百万円増加いたしました。これは主

に、長期借入金の増加４億２百万円によるものであります。 

 純資産合計は137億１百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億７千１百万円増加いたしました。これは主に、

利益剰余金の増加３億２百万円によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 ㈱ＳＵＢＡＲＵ車両製造の完成検査工程における不備に関し、今後の業績に与える影響が不透明であるため、平

成30年３月期の通期業績予想につきましては、現時点では、平成29年10月27日付当社「業績予想の修正に関するお

知らせ」にて公表いたしました業績予想数値に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,347,361 3,708,768 

受取手形及び売掛金 3,436,320 2,647,701 

電子記録債権 122,212 408,821 

商品及び製品 1,127,540 1,409,572 

仕掛品 818,643 1,642,513 

原材料及び貯蔵品 19,870 20,242 

その他 612,968 781,033 

貸倒引当金 △12,503 △13,969 

流動資産合計 9,472,412 10,604,683 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,000,499 3,141,046 

土地 3,346,094 3,346,094 

その他（純額） 1,370,449 1,585,312 

有形固定資産合計 7,717,044 8,072,454 

無形固定資産 162,366 152,607 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,502,187 2,821,926 

その他 367,335 387,282 

貸倒引当金 △256 △4,460 

投資その他の資産合計 2,869,265 3,204,748 

固定資産合計 10,748,676 11,429,810 

資産合計 20,221,088 22,034,493 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,496,210 2,670,867 

短期借入金 172,512 318,281 

未払法人税等 141,403 94,258 

賞与引当金 420,201 463,994 

製品保証引当金 51,368 61,407 

資産除去債務 8,103 5,015 

その他 1,827,809 2,145,315 

流動負債合計 5,117,608 5,759,139 

固定負債    

長期借入金 907,444 1,310,005 

役員退職慰労引当金 148,018 231,626 

退職給付に係る負債 74,701 111,197 

資産除去債務 66,692 66,982 

その他 775,825 853,700 

固定負債合計 1,972,681 2,573,512 

負債合計 7,090,289 8,332,651 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 100,000 100,000 

資本剰余金 3,070,576 3,071,637 

利益剰余金 8,862,430 9,164,702 

自己株式 △28,623 △28,623 

株主資本合計 12,004,383 12,307,716 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,126,415 1,263,731 

その他の包括利益累計額合計 1,126,415 1,263,731 

非支配株主持分 - 130,394 

純資産合計 13,130,798 13,701,842 

負債純資産合計 20,221,088 22,034,493 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 12,770,941 14,870,347 

売上原価 10,332,406 11,983,783 

売上総利益 2,438,535 2,886,563 

販売費及び一般管理費 2,438,730 2,721,997 

営業利益又は営業損失（△） △195 164,566 

営業外収益    

受取利息 1,299 1,100 

受取配当金 37,782 36,111 

その他 25,685 40,343 

営業外収益合計 64,767 77,555 

営業外費用    

支払利息 3,969 4,727 

売上割引 17,214 20,194 

その他 3,618 4,052 

営業外費用合計 24,802 28,974 

経常利益 39,769 213,147 

特別利益    

固定資産売却益 398 351 

段階取得に係る差益 - 80,600 

負ののれん発生益 - 89,177 

特別利益合計 398 170,128 

特別損失    

固定資産売却損 207 471 

固定資産除却損 1,598 1,687 

減損損失 26,528 2,700 

特別損失合計 28,334 4,859 

税金等調整前四半期純利益 11,833 378,416 

法人税等 33,035 27,667 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,202 350,748 

非支配株主に帰属する当期純損失（△） - △2,970 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△21,202 353,718 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21,202 350,748 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △64,497 138,292 

その他の包括利益合計 △64,497 138,292 

四半期包括利益 △85,700 489,040 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △85,700 491,034 

非支配株主に係る四半期包括利益 － △1,993 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

第１四半期連結会計期間より、持分法を適用しない関連会社であった日本機械商事株式会社（本社：大阪府大阪市

中央区）の株式を追加取得したことにより、同社を連結の範囲に含めております。

なお、みなし取得日を平成29年６月30日としているため、第1四半期連結会計期間においては貸借対照表のみを連

結しております。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算方法 

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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